
裏面もごらんください。

【
期
日
】
令
和
８
年
２
月

日
（
火
） 

１７

【
時
間
】
午
前

時
～
正
午 
１０

【
場
所
】
鼻
高
公
民
館
・
２
階
講
義
室 

【
定
員
】

人
（
鼻
高
地
区
在
住
の
人
） 

４０

【
費
用
】
無
料 
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《参加者募集》

笑
う
門
に
は
福
来
る 

『
冬
の
鼻
高
寄
席
』 

立
川
志
の
彦
　
独
演
会 

伝
統
的
な
話
芸
の
一
種
で
あ
る
「
落
語
」
を

生
で
楽
し
み
、日
本
の
伝
統
芸
能
の
良
さ
を
再

確
認
し
ま
せ
ん
か
。

【
出
演
】
立
川
志
の
彦
さ
ん
（
立
川
流
一

門
の
落
語
家
） 

【
申
込
み
】
２
月
２
日
（
月
）、
午
前
９

時
か
ら
平
日
の
午
後
５
時
ま
で
鼻
高

公
民
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電

話
３
２
２
・
９
１
０
０
） 

【
期
日
】
令
和
８
年
２
月

日
（
金
） 

２７

【
時
間
】
午
前

時
～
正
午 

１０

【
場
所
】
鼻
高
公
民
館
・
２
階
講
義
室 

【
定
員
】

人
（
市
内
在
住
の
人
） 

２０

【
費
用
】
無
料 

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具 

【
講
師
】
清
塚　

永
久
先
生 

【
期
日
】
令
和
８
年
３
月

日
（
火
） 

10

【
時
間
】
午
前

時
～
午
後
０
時

分 

10

30

【
場
所
】
鼻
高
公
民
館
・
１
階
実
習
室 

【
定
員
】

人(

鼻
高
地
区
住
民
優
先
） 

１２

【
費
用
】
７
５
０
円
（
材
料
費
） 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具 

  

《参加者募集》

プ
ロ
が
教
え
る
園
芸
の
コ
ツ 

～
庭
木
の
剪
定
か
ら
果
樹
の
育
て
方
ま
で
～ 

　

庭
木
の
手
入
れ
の
基
本
や
剪
定
の
技
術
、果
樹
の

育
て
方
な
ど
を
総
合
的
に
学
び
ま
す
。

【
申
込
み
】
２
月
２
日
（
月
）
午
前
９
時

か
ら
平
日
の
午
後
５
時
ま
で
鼻
高
公

民
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話

３
２
２
・
９
１
０
０
） 

《参加者募集》

＝
季
節
の
料
理
教
室
＝ 

家
庭
で
で
き
る
人
気
和
菓
子 

　

 

い
ち
ご
大
福
と 

ど
ら
焼
き
を
作
る

【
講
師
】　

松
原
祥
子
先
生 

【
申
込
み
】
２
月
２
日
（
月
）
～

３
月
２
日
（
月
）
ま
で
の
平
日
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

の
期
間
に
費
用
を
添
え
て
鼻

高
公
民
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

春風コンサート開催 

ヴァイオリンとピアノのコンサート
日頃あまり聞くことのないヴァイオリンと 

ピアノの生の演奏会です。ぜひこの機会に公 
民館に足を運んでお楽しみください。 

【期日】令和８年３月１９日（木） 
【時間】午後１時～２時３０分 
【場所】鼻高公民館・２階講義室 
【定員】３０人（市内在住の人） 
【費用】無料 
【出演】渡会裕之さん（ヴァイオリン・ 

群馬交響楽団所属） 
渡会京子さん（ピアノ） 

【申込み】２月２日（月）午前９時から 
　鼻高公民館へ申し込みください。 

（電話：３２２－９１００） 

http://takasaki.manabi365.net/


                           　

 

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

                           

天
文

年
（
１
５
４
５
）
駿

１４

河
の
今
川
と
甲
斐
武
田
そ
し
て

小
田
原
の
北
条
氏
の
三
者
間
で

戦
い
が
始
ま
っ
た
の
で
し
た
。 

こ
の
機
を
逃
さ
ず
関
東
管
領

の
上
杉
氏
は
河
越
城
奪
還
作
戦

を
起
こ
し
ま
す
。
関
東
管
領
の

威
光
は
ま
だ
残
っ
て
い
た
の
で

上
杉
氏
は
下
野
や
常
陸
の
城
主

や
豪
族
に
檄
を
飛
ば
し
動
員
し

て
、
連
合
軍
８
万
の
軍
勢
で
河

越
城
を
包
囲
し
た
の
で
し
た
。 

　

対
す
る
河
越
城
の
北
条
軍
は

３
０
０
０
騎
足
ら
ず
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
こ
こ
で
有
名
な
河
越

夜
戦
が
起
こ
っ
た
の
で
し
た
。　
　
　

こ
の
時
に
戦
国
大
名
と
し
て
有

名
な
北
条
氏
康
が
８
０
０
０
騎

の
軍
勢
で
援
軍
に
向
か
い
河
越

城
に
奇
襲
を
駆
け
た
の
で
し
た
。 

　

８
万
と
い
う
圧
倒
的
兵
力
差

で
慢
心
と
油
断
の
有
っ
た
上
杉

軍
に
対
し
知
将
の
北
条
氏
康
は
、

上
杉
朝
定
の
本
陣
だ
け
に
的
を

絞
っ
て
奇
襲
を
駆
け
総
大
将
を

討
ち
死
に
さ
せ
た
の
で
し
た
。

こ
こ
に
名
門
扇
谷
上
杉
氏
は
滅

び
ま
す
。
こ
れ
が
歴
史
に
名
高

い
河
越
夜
戦
で
あ
り
、
織
田
信

長
の
桶
狭
間
の
戦
い
と
毛
利
元

就
が
陶
晴
賢
を
破
っ
た
厳
島
合

戦
と
併
せ
て
日
本
の
歴
史
上
戦

国
の
３
大
奇
襲
合
戦
と
云
わ
れ

る
も
の
で
す
。 

   　

そ
の
後
、
山
内
上
杉
家
の
上

杉
憲
政
が
関
東
管
領
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
威
光
に
陰
り
が
見

え
始
め
ま
す
。
上
州
の
地
は
甲

斐
の
武
田
や
北
条
氏
と
の
国
盗

り
合
戦
の
様
相
を
呈
し
ま
す
。　
　

こ
の
こ
ろ
、
滋
野
一
族
で
武
田

氏
に
滅
ぼ
さ
れ
た
後
、
箕
輪
の

長
野
氏
に
一
時
期
身
を
寄
せ
て

い
た
真
田
幸
隆
が
武
田
氏
に
仕

官
し
た
後
、
上
州
侵
略
の
先
方

と
し
て
北
上
州
の
吾
妻
を
中
心

に
そ
の
触
手
を
伸
ば
し
ま
す
。 

　

甲
斐
の
武
田
氏
は
こ
の
こ
ろ

北
信
濃
の
川
中
島
を
舞
台
に
越

後
軍
と
の
間
で
合
戦
を
重
ね
て

い
ま
し
た
が
上
州
に
も
矛
先
を

向
け
始
め
た
の
で
す
。
こ
れ
に

対
し
関
東
管
領
上
杉
憲
政
は
、

関
東
で
失
っ
た
威
光
を
回
復
し

上
杉
離
れ
を
防
ぐ
た
め
、
武
田

軍
と
の
戦
い
に
赴
く
の
で
し
た
。 

　

１
５
４
７
年
倉
賀
野
の
金
井

秀
景
を
大
将
と
し
て
和
田
・
安

中
・
大
胡
・
三
ノ
倉
・
大
戸
・

山
上
な
ど
か
ら
な
る
連
合
軍
２

万
で
小
田
井
原
（
長
野
県
御
代

田
）
で
戦
う
の
で
し
た
。
俗
に

い
う
笛
吹
（
碓
氷
）
峠
の
合
戦

で
す
。
大
敗
を
喫
し
関
東
管
領

上
杉
軍
は
敗
走
し
ま
す
。 

　

度
重
な
る
敗
退
で
権
威
や
求

心
力
は
著
し
く
衰
退
し
て
し
ま

う
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
天
文

年
（
１
５
５
１
）
北
条
氏
康

２０が
上
州
平
井
城
の
攻
略
に
向
か

う
と
上
州
の
諸
将
に
離
反
者
が

多
く
な
り
、
支
援
す
る
も
の
が

少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

仕
方
な
く
上
杉
憲
政
は
越
後
の

守
護
代
で
あ
っ
た
長
尾
景
虎

（
後
の
上
杉
謙
信
）
を
頼
っ
て

春
日
山
城
に
落
ち
延
び
る
の
で

し
た
。 

　

関
東
管
領
の
名
は
景
虎
に
と

っ
て
も
魅
力
の
あ
る
も
の
だ
っ

た
の
で
、
景
虎
は
上
杉
憲
政
か

ら
一
字
も
ら
い
政
虎
と
名
乗
り
、

翌
年
か
ら
三
国
峠
を
越
え
、
関

東
布
武
の
出
陣
を
度
重
ね
る
の

で
し
た
。 

（
次
号
に
続
く
）

174 

　

鼻
高
の
四
季 

＝ 

写
真
で
綴
る
鼻
高
の
宝 

㊸　

 

箕
輪
城
攻
防
戦
そ
の
２　

＝ 

　
　
　

 

室
町
時
代
末
期
の
戦
国
時
代
、
関
東
の
勢
力
図
は
ど
う
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

関
東
一
帯
は
関
東
管
領
で
あ
っ
た

上
杉
氏
が
君
臨
し
て
い
ま
し
た
が
、
弱
体
化
と
共
に
北
条
・

武
田
等
戦
国
大
名
の
草
刈
り
場
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
云
わ

れ
て
い
ま
す
。 

変
換
期
と
な
っ
た
の
は
小
田
原
の
北
条
氏
が
、
関
東
管
領

で
あ
っ
た
上
杉
氏
の
拠
点
で
あ
っ
た
江
戸
城
を
奪
い
、
河
越

に
（
現
・
埼
玉
県
川
越
市
）
退
却
さ
せ
た
こ
と
で
し
た
。 

そ
の
後
も
近
隣
の
支
城
を
次
々
に
陥
落
さ
せ
な
が
ら
南
関

東
一
帯
に
触
手
を
伸
ば
し
、
上
杉
氏
を
松
山
城
（
埼
玉
県
吉

見
町
）
ま
で
退
却
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

河
越
夜
戦 

関
東
管
領 

山
内
上
杉
憲
政
の
治
世


